
県内の堆肥成分分析結果について

　畜産試験場では農業環境研究部と連携し、県内畜産農家から生産される堆肥の成
分分析を行っています。
　これまでの分析結果について紹介します。

《堆肥成分分析結果の概要》
　これまで、県内の合計２４２件の堆肥が収集され分析を実施しました。（肉用牛
ふん由来のものが１１８件、乳用牛７８件、豚３５件、鶏ほか１１件）
　分析結果は表１のとおりで、収集時期が冬期に集中したためか、特に牛ふん堆肥
の水分が高く、冬期の適正な堆肥化処理に課題を抱えるケースが多いという現状が
うかがえます。
　窒素、リン酸の含有率は、鶏ふん堆肥が最も高く、次いで豚ふん堆肥、牛ふん堆
肥の順になり、一般に言われているように、鶏ふん堆肥と豚ふん堆肥は肥料的効果
が期待できることがわかります。
　また、良質堆肥を選択する判断基準として重要な窒素とＣ／Ｎ比については、原
料や副資材の種類、その量によって大きく異なり、今回の分析では窒素で０．８％
～４．５％、Ｃ／Ｎ比で８～４１と堆肥によってかなりの幅があることがわかりま
した。
　なかには発酵が不充分であるためにＣ／Ｎ比が高くなったと思われる堆肥もあ
り、そういった堆肥は水分調整や切替し回数等の堆肥化方法の改善を要します。
　いずれにしても堆肥を利用する際には施用目的（土壌改良効果を狙うか肥料分を
期待するか）による使い分けを意識することが重要なポイントとなります。




